






上気道に加えられた刺激が、呼吸器系、循環器系に様々な影響を及ぼしていることは、す

でにこれまでの本報告会において、基礎的実験により得られた結果についてその一部を報

告し、SIDS との関連性について述べた。 

今回は、犬を用いて実験を行い、神経系の未成熟な幼若犬で、喉頭反射の成犬との差異を

中心に検討を加えた。喉頭反射は上気道の刺激により反射性に声門閉鎖が生ずることで、

これが連続的になればいわゆる喉頭痙攣である。一方喉頭及びその周囲に与えられた刺激

は、呼吸の抑制や頻脈、時に徐脈など生体の各種機能に様々な形て影響を与えるが、これ.

も又広い意味での喉頭反射といえる。 

実験的には、喉頭、下咽頭の知覚を支配する上喉頭神経内枝を電気的に刺激することによ

って容易に声門閉鎖反射が得られ、声門閉鎖筋群支配め後筋枝を除く反回神経からその反

射電位が記録される。 


